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蛇紋石の高圧下での脱水分解反応の機構と速度 
 (Mechnism and kinetics in dehydration of serpentine) 
地球内部と表層の間の水循環の解明は，海洋進化と固体地球化学進化における

第一級の課題である。その素過程として，水変質によって一部蛇紋岩化したス

ラブ・カンラン岩の沈み込みが考えられている。また，地殻とマントルウェッ

ジの地震発生過程，ダイナミクスでも蛇紋岩体との関連が議論されている。地

温勾配と蛇紋石(Antigorite, Chrysotile, Lizardite)安定領域の関係に加えて，地球
深部では脱水反応が速度論的に進行する。従って，蛇紋石と無水Mgケイ酸塩の
反応関係，反応機構，反応速度を総合的に理解する必要がある。 
 本研究は，天然 Chrysotile（北海道幌満産）を出発物質として，圧力 3.5GPa，
温度 400～700℃の条件で，試料回収実験(九州大学，ERI)，放射光Ｘ線相転移そ
の場観察実験（KEK,SP-8)を行った。生成相として，低温から Chrysotile→
Talc+Forsterite→Enstatite+Forsteriteと進行する反応が観察された。また，組織
観察からは，Chrysotile粒界に生じた Talc+Forsterite集合体の中で Enstatiteの
自形結晶が成長する様子が見られた。Talc は，熱力学的な安定相ではないが，
力学的脆弱性に特徴があり，結晶粒界の歪エネルギー開放を通じた反応速度の

緩和，強度および流動法則に反映されるマクロ物性への影響が考えられる。 


